
回

別紙のポートフォリオに学習の記録を記載し、それに基づき、学習状況を評価する。

メッセージ

自ら学ぶことは大変ですが、独学で知識をつかみとっていくことは、今後必要とされる能力です。登

校できないのは残念ですが、ネガティブにとらえるのではなく、むしろ独学の方法を身につける好機

と前向きに考え、学習を進めていきましょう。

5 条約改正 条約改正
③：p70

問題：105
有

評価

3 立憲国家の各組織 明治時代の地方･軍･教育
③：p64･67

問題：95･99
有

4 初期議会 初期議会
③：p70

問題：104
有

1 立憲国家の成立 立憲国家の成立その１～その３
③：p68～69

問題：101～102
有

2 立憲国家の法律 大日本帝国憲法・明治時代の諸法令
③：p69

問題：103
有

①　『改訂版　日本史Ａ』（山川出版社）

②　『図説　日本史通覧』（帝国書院）

③　『ゼミナール　日本史』（浜島書店）

学習の計画

テーマ 内容 課題 映像教材

学習に必要な教材

臨時休業期間中の学習指導計画（５／７～５／２４）

年次 2年次 授業科目名 日本史A

期間中の学習目的

立憲国家が成立していく過程を主体的に学ぶ。

期間中の到達目標

立憲国家の成立過程をつかみ、幕末に結んだ条約の改正交渉の過程を理解する。

学習の方法

教科書と副読本を用いて、プリントの穴埋めを行う。留意点としては、単に穴埋めをするだけではな

く、熟読して歴史の流れをつかむことが重要。理解したら、『ゼミナール日本史』を解いて、理解度

の確認をすると共に、知識の定着を図る。


